
1．研究会の活性化策

MBE 研専は，毎年 9 回の研究会を開催し，100 件以
上の発表がある．現状に満足することなく，更なる発展
を目指して，共催関係の強化，研究奨励賞の創設，情報
発信の拡充の三つを中心に活性化策を考えている．
本研専の今日までの道のりでも述べたように，ニュー

ロコンピューティング研専をはじめ複数の団体と共催／
併催を行っている．これらの団体とは共通の研究分野も
多く，参加者の増加に寄与している．これら以外にも研
究領域の重なる学協会は多数あり，積極的な交流を行
い，更なる参加者増と議論の活発化を目指す．
本研専が扱う研究領域の発展に対する将来の貢献を奨

励することを目的とし，本年 5月に研究奨励賞を創設し
た．対象は学生を中心とした若手であり，関連する研究
領域の若手研究者を増やすための施策でもある．積極的
な応募をお願いしたい．詳細は本研専ホームページを参
照頂きたい．
従来の本研専ホームページは，毎回の研究会の開催案

内／募集を中心とした内容であった．今後は，奨励賞の
受賞情報など，ホームページを通じた情報発信を拡充
し，多くの会員に関心を持って頂けるようにしたい．

2．ICT による発展が期待される近未来の医療

人口の高齢化に伴い医療，健康，福祉の領域において
様々な課題が生じている．本研専は，このような課題に
対して技術的な解決策を示すことを使命としている．医
療や福祉の将来像については，多くの予測がなされてい
る(1)．本研専でも，折に触れて現状と展望を整理してき
た(2), (3)．

これらを踏まえて，今後の発展が期待される研究領域
をまとめたものが表 1 である．ヘルスケアやライフロ
グ，遺伝子情報，電子カルテなどの医療情報がネット
ワーク上に集積されている．人工知能技術の急速な発展
に伴い，これらのビッグデータの解析を通じた診断，予
兆の検出など，個人に最適な治療・処置が可能な社会の
到来が期待されている．更に，再生医療の分野において
も三次元的な臓器の作製などの課題に，ICT と精密加
工技術を活用したイノベーションが期待される．
このように，本研専が扱う研究領域は ICT の利活用
が大いに期待される分野であり，多くの会員の皆様に関
心を持って頂けたら幸いである．
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表 1 発展が期待される研究領域
研究領域 期待される成果の例
神経工学 神経精神疾患の早期診断

ホームヘルスケア 日常モニタによる予防医学
人工知能 ビッグデータの利活用
遠隔医療 全国均一の医療サービス
低侵襲化 手術時間の短縮，日帰り手術
個別化医療 患者個々に対する最適治療
再生医療 三次元臓器モデル
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